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目　次豪雨被害に対して決議 （2ページに掲載）

高校生議会が開催されました（議場）※19ページに説明

○平成27年9月定例会　8月28日〜9月25日（29日間）
・初　日・・・・・・・・ �議案26件、認定10件が提案され、人事案件7件を即決しま

した。その後、安全保障関連法案に関する意見書案が議員
から提出され、賛成多数で可決しました。

・一般質問・・・・・・ �4日間で16人の議員が登壇しました。
・質　疑・・・・・・・・ �2人の議員が6つの議案等に対し、質疑を行いました。
・常任委員会・・・・ �議案等は、各常任委員会において詳細に審査しました。
・臨時本会議・・・・ �豪雨災害を受けて急きょ本会議を開き、決議案を全会一致

で可決しました。その後、市長から被害状況と今後の対応等
について行政報告を受けました。

・最終日・・・・・・・・ �5人の議員が13件の議案等に対し、反対・賛成の討論を行
いました。採決では、陳情2件が不採択となり、その他の議
案等は原案のとおり可決・認定・採択しました。その後、豪
雨災害関連の補正予算、条例等が提案され、いずれも全会
一致で可決しました。

○平成27年10月臨時会　10月21日（1日間）
・�豪雨災害で被害を被った方々を支援するための補正予算等の議案7件が提案
され、いずれも全会一致で可決しました。
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台風第18号等による大雨被害に関する臨時本会議を開催
　関東・東北豪雨により、被害に遭われた皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。
　本議会では、急きょ、常任委員会の日程を変更し、9月18日には臨時の本会議を開催しました。本
会議では、大雨被害に対して、全力を挙げて復旧支援に取り組むことを決議し、また、市内の被害状
況と今後の対応について、市長から報告を受けました。

台風第18号等による大雨被害に関する決議
　9月9日から10日にかけて発生した関東・東北地方の大雨により、犠牲となられた方々
に謹んで哀悼の意を表するとともに、被災された皆様方に対し心からお見舞いを申し
上げます。
　今回の水害では、関東地方から東北地方に至る広い地域で、50年に1度と言われる豪
雨に見舞われ、鬼怒川をはじめとする多くの河川が氾濫し、甚大な被害を及ぼしました。
　本市においては、9月7日から5日間の期間降水量が400ミリを超え、永野川、赤津川、
巴波川などの市内の主要な河川が氾濫するとともに、溢水による排水機場の機能停止
に伴う広範囲の浸水や、市民の尊い命が奪われる事態も発生しました。
　また、市内各地では、浸水被害や土砂災害により、多くの市民の貴重な財産が奪われ、
さらには、収穫を間近に控えた水稲を含む農作物への被害など、農業ばかりでなく工業、
商業など、各産業分野への影響も計り知れないものがあります。
　このような現状を踏まえ、栃木市議会は一日も早い復旧を願うとともに、市当局と
の密接な連携協力のもと、全力を挙げてこの難局を乗り切るため、下記のとおり決意
します。

記

　1　被災市民が1日でも早く以前の生活を取り戻せるよう、復旧支援に取り組む。
　2　市内の農業、工業、商業等の産業活動の復旧支援に取り組む。
　3　復旧支援の実施に際し、効率的、効果的な財政配分を求める。
　4　各種復旧支援策について、国県等関係機関に働きかける。
　5　防災対策の強化に取り組む。

　以上、決議する。

　　平成27年9月18日

栃木県栃木市議会　　

国に対し、議長と市長が災害の復旧に対する支援等について、
要望活動を行いました

議員も市職員やボランティアの皆様と共に廃棄物の収集・分
別に汗を流しました
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9
月
定
例
会
で
可
決
し
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
始
ま
る

（
議
案
第
97
号
　

　
　
財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て
）

　

観
光
情
報
物
産
館（
コ
エ
ド
市
場
）内
の

一
部
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
貸
し
付
け
ま
す
。

　
「
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
857
」
は
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

貸
付
け
の
相
手
方

　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

▼
14
頁
＝
常
任
委
員
会

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
の
利
用
方
法
を

決
め
る
た
め
、審
査
委
員
会
を
設
置

（
議
案
第
87
号
　

　
　
旧
栃
木
警
察
署
跡
地
土
地
利
用

　
　
事
業
者
審
査
委
員
会
条
例
の
制
定
）

　

市
は
、
跡
地（
室
町
）の
土
地
利
用
に

関
し
て
は
、
企
画
提
案
方
式
に
よ
り
、
民

間
事
業
者
の
豊
か
な
創
造
性
と
高
い
発
想

力
を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
提
案
さ
れ
た
企
画
内
容
を
公

平
・
公
正
に
審
査
す
る
た
め
に
、
審
査
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

▼
16
頁
＝
討
論

災
害
見
舞
金
を
特
例
の
金
額
で
支
給

（
議
案
第
109
号
　

　
　
災
害
見
舞
金
支
給
の

　
　
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

　

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
特
に

大
き
く
、
市
民
生
活
に
甚
大
な
損
害
を
も

た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
栃
木
市
で
は
、
県

内
で
い
ち
早
く
、
災
害
見
舞
金
条
例
の
特

例
を
設
け
ま
し
た
。

　

見
舞
金
額
の
特
例

　

・
床
上
浸
水
10
万
円

　

・
床
下
浸
水
1
万
円

9999

（
主
な
議
案
）

（
主
な
議
案
）

月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

10
月
臨
時
会（
主
な
議
案
）

10
月
臨
時
会（
主
な
議
案
）

災
害
復
旧
に
31
億
円
の
補
正

災
害
復
旧
に
31
億
円
の
補
正

災
害
復
旧
に
31
億
円
の
補
正

災
害
復
旧
に
31
億
円
の
補
正

栃木県初のコミュニティＦＭ
「ＦＭくらら857」放送開始準備中の様子

　

9
月
定
例
会
の
会
期
中
に
発
生
し
た
関

東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
対
し
て
は
、

定
例
会
中
に
災
害
復
旧
や
見
舞
金
支
給
の

た
め
の
一
般
会
計
補
正
予
算
約
4
億
円
が

追
加
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
10
月
21
日
に
は
臨
時
会

を
開
催
し
、
さ
ら
に
、
約
31
億
円
の
一
般

会
計
補
正
予
算
を
含
む
議
案
７
件
が
提
案

さ
れ
、同
様
に
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
可
決
し
た
議
案
の
う
ち
、
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
主
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災
害
復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算
を
可
決

（
議
案
第
110
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
）

・
災
害
見
舞
費

　
　

７
，
３
６
０
万
円

・
被
災
家
財
等
購
入
等
補
助
金

　
　

１
億
７
，
４
０
０
万
円

・
災
害
関
係
環
境
保
全
衛
生
処
理
事
業
費

　
　

６
，
３
２
６
万
５
，
０
０
０
円

・
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
費

　
　

１
億
２
，
８
９
８
万
２
，
０
０
０
円

・
農
畜
産
業
災
害
復
旧
支
援
事
業
費　

　
　

８
，
９
５
８
万
円

・
中
小
企
業
災
害
復
旧
支
援
事
業
費

　
　

８
，
１
０
０
万
円

・
宅
地
等
復
旧
支
援
補
助
金

　
　

４
，
０
０
０
万
円

・
被
災
者
住
宅
等
復
旧
支
援
事
業
費
補
助
金

　
　

１
億
円

・
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

　
　

５
億
８
，
５
０
０
万
７
，
０
０
０
円

・
道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業
費

　
　

11
億
３
，
５
８
２
万
円

・
河
川
災
害
復
旧
事
業
費

　
　

１
億
７
０
２
万
４
，
０
０
０
円

・
公
園
災
害
復
旧
事
業
費

　
　

１
億
７
９
７
万
５
，
０
０
０
円

・
小
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

　
　

１
億
６
，
０
８
８
万
７
，
０
０
０
円

被害状況と復旧・復興支援策について
市長から報告（10/7議員研究会）
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審査し、いずれも認定しました

目的ごとに見るとどんな変化があったかな

1年前と比べてどうだったかな

市民一人当たりいくらかな

(円）

25年度 26年度

歳　入 411,821 421,185

歳　出 384,352 396,517

26年度の歳出は約40万円。
歳入歳出ともに増えています。

民生費が増えている。
福祉のための
支出はこれからも
増えそうだね。

歳出額（千円）
平成25年度 平成26年度 増減率

一般会計 56,290,613 64,935,678 15.4%

特別会計

国民健康保険 16,507,849 18,755,485 13.6%
後期高齢者医療 1,437,732 1,648,056 14.6%
介護保険（介護保険勘定） 10,625,249 12,841,033 20.9%
介護保険（介護サービス事業勘定） 40,338 42,384 5.1%
下水道 3,929,247 4,690,456 19.4%
農業集落排水 328,434 333,170 1.4%
JR大平下駅前土地区画整理 40,684 - 皆減
医療福祉モール 5,312 51,285 865.5%
中根産業団地 57,417 - 皆減
千塚町上川原産業団地 - 1,026,926 皆増

全体が増えているのは、
岩舟町との合併が
あったからだね！

26年度25年度
議会費
1% 総務費

19%

民生費
29%

衛生費
9%

農林水産業費
2%

商工費
6%

土木費
10%

消防費
3%

教育費
12%

公債費
9%

労働費
0%

議会費
1% 総務費

14%

民生費
32%

衛生費
10%

農林水産業費
3%

商工費
5%

土木費
9%

消防費
4%

教育費
12%

公債費
10%

労働費
0%

総務費が減ったのは、
新庁舎整備が25年度で
終わったからだね。
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平成26年度の各会計決算について
　市長は、翌年度の予算を決める3月定例会ま
でに、前年度の決算について、議会の認定を受
けることが法律で決められています。
　栃木市議会では、毎年9月の定例会において、
前年度の決算が適正であったかどうか、審査を
しています。

　市民の皆さまの税金が適正に使われたかどう
か、4つの常任委員会が2回ずつ委員会を開催し
て審査しました。（各常任委員会の審査概要は
14、15ページを参照）
　審査の内容は、これから編成される平成28年
度予算に生かされます。

26年度はこんなことにお金を使いました

総務費
防犯カメラ設置費

3,899,880円

農林水産業費
有害鳥獣対策事業費

18,542,263円

土木費
あったか住まいるバンク事業費

1,543,604円

衛生費
とち介の予防接種ナビ

委託費
1,382,400円

商工費
熱気球観光振興事業費

830,201円

教育費
家中小学校屋内運動場

改築事業費
115,468,700円

民生費
藤岡地域統合保育園
整備事業費
131,527,806円

商工費
とちぎ秋まつり負担金

19,000,000円

消防費
緊急防災情報

伝達システム整備事業費
150,357,600円



第25号 平成27年11月20日とちぎ市議会だより

－6－

市 すに 一 質政 る対 般 問

26
年
度
決
算
を

ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
の
か

　

一
部
の
市
民
か
ら
は
、「
栃
木
市
の
財

政
は
大
丈
夫
な
の
か
」
と
心
配
す
る
声
が

あ
る
。
健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
も
の
と

考
え
る
が
、
自
主
財
源
の
確
保
が
厳
し
い

中
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

市
政
の
か
じ
取
り
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

の
か
。

　

ま
た
、
市
長
は
本
決
算
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
鈴
木
市
長

総
じ
て
適
切
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る

　

自
主
財
源
の
減
少
傾
向
は
避
け
が
た
い

こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
の
市
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
と
歳
出
の
効
率

化
を
図
り
各
種
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
謝
礼
品
の
贈
呈
に
よ
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進
、
千
塚
町
上
川
原

産
業
団
地
の
整
備
に
よ
る
企
業
誘
致
、
空

協
力
金
の
徴
収
方
法
を
統
一
す
べ
き

　

栃
木
地
区
交
通
安
全
協
会
は
、
車
社

会
の
中
、
交
通
事
故
か
ら
尊
い
命
を
守
る

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
各
種
事
業
を
実

施
し
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
各
支
部
に
よ
っ
て
協
力
金
の

徴
収
方
法
が
異
な
る
こ
と
は
、
今
後
、
調

整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
は
な
い

か
。

　

交
通
安
全
協
会
は
、
任
意
の
民
間
団

体
で
は
あ
る
が
、
協
力
金
の
徴
収
方
法
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く

の
か
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

統
一
に
向
け
た
調
整
を

お
願
い
し
て
い
く

　

市
内
に
は
、
栃
木
警
察
署
管
内
を
エ
リ

ア
と
す
る
栃
木
地
区
交
通
安
全
協
会
傘
下

の
支
部
が
、
11
団
体
あ
る
。

　

各
支
部
で
の
協
力
金
の
徴
収
方
法
や
徴

収
金
額
に
つ
い
て
は
違
い
が
あ
り
、
具
体

き
家
バ
ン
ク
等
に
よ
る
定
住
促
進
対
策
な

ど
、
将
来
の
財
源
を
涵
養
す
る
施
策
を
推

進
す
る
一
方
、
竜
巻
、
麦
穂
発
芽
被
害
へ

の
対
応
や
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
喫
緊
の
課

題
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
た
。

　

本
決
算
を
財
政
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
、

実
質
収
支
額
に
つ
い
て
は
、
本
市
の「
標

準
財
政
規
模
」（
※
1
）の
場
合
、
11
億

円
か
ら
18
億
円
程
度
の
黒
字
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
約
31
億
円
の
黒
字
で

あ
り
、
健
全
な
範
囲
に
あ
る
。

　

ま
た
、「
実
質
公
債
費
比
率
」（
※
2
）

や「
将
来
負
担
比
率
」（
※
3
）も
、
前
年

度
に
比
べ
改
善
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
26

年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
じ
て

適
切
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

的
に
は
、
藤
岡
及
び
西
方
支
部
で
は
地
域

住
民
の
方
か
ら
改
め
て
協
力
金
の
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
他
の
支
部
で

は
協
力
金
を
徴
収
し
て
い
る
と
い
う
差
異

が
あ
る
。

　

今
後
は
、
同
じ
市
内
の
同
様
の
団
体
で

あ
り
な
が
ら
取
扱
い
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は

好
ま
し
く
な
い
の
で
、
各
支
部
団
体
等
に

対
し
て
、
統
一
に
向
け
た
調
整
を
、
あ
く

ま
で
も
交
通
安
全
協
会
の
自
主
性
を
損
ね

な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

●�

栃
木
地
区
交
通
安
全
協
会
活
動
に
つ

い
て

○
農
業
公
社
の
設
立
に
つ
い
て

●�

平
成
26
年
度
栃
木
市
決
算
に
つ
い
て

○�

保
育
新
制
度
で
の
自
治
体
の
責
任
に

つ
い
て

○�

栃
木
市
の
学
童
保
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

海老原恵子 議員
無会派

長　芳孝 議員
黎明

（
※
1
）	�

標
準
財
政
規
模
…
標
準
的
な
一

般
財
源
の
規
模

（
※
2
）	�

実
質
公
債
費
比
率
…
公
債
費

（
借
金
の
返
済
額
）
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合

（
※
3
）	�

将
来
負
担
比
率
…
将
来
負
担
す

べ
き
負
債
が
標
準
財
政
規
模
に

占
め
る
割
合

交通安全協会による交通事故防止の啓発活動
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栃
木
市
の
め
ざ
す
将
来
像
は

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
国
が
進
め
て
い
る
が
、
栃
木
市
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
将
来
像
を
め
ざ
す

の
か
。

答
弁
鈴
木
市
長

「
ま
ち
づ
く
り
」「
ひ
と
づ
く
り
」

「
し
ご
と
づ
く
り
」の
3
つ
の

視
点
で
考
え
る

　

将
来
的
に
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
ず
、
本
市
の
人
口
は
、
平
成
72
年

に
は
、
約
10
万
４
，
０
０
０
人
ま
で
減
少

す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
描
く
本
市
の
将
来
像

と
し
て
、
ま
ず
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点

か
ら
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、「
ひ
と
づ
く
り
」の
視
点
か
ら
は
、

将
来
的
に
は
、
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、
新
た
な

消
防
職
員
の
出
動
手
当
の
改
善
を

　

中
国
天
津
の
爆
発
事
故
に
よ
り
、
多
数

の
消
防
従
事
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
消
防

の
業
務
に
は
常
に
危
険
が
伴
う
。

　

危
険
手
当
と
も
い
う
べ
き
出
動
手
当
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
佐
野
市
で
は
火
災

業
務
に
400
円
、
救
急
業
務
に
200
円
、
救
助

業
務
に
400
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
本
市
で
は
総
じ
て
150
円
と
低
い
。

　

消
防
職
員
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
に
も
、

手
当
額
を
引
き
上
げ
、
消
防
職
員
の
待
遇

改
善
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
増
山
消
防
長

見
直
し
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
い
く

　

消
防
職
員
の
出
動
時
の
手
当
は
、
著
し

く
危
険
な
業
務
等
に
従
事
す
る
職
員
に
対

し
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
支
給
額
が
決
め
ら

れ
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
は
、
旧
栃
木
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
が
、
旧
栃
木
市

の
行
財
政
改
革
を
踏
ま
え
て
、
特
殊
勤
務

地
域
自
治
制
度
に
位
置
付
け
た
ま
ち
づ
く

り
実
働
組
織
で
あ
る
。
地
域
予
算
を
使
い

な
が
ら
、
市
民
協
働
で
様
々
な
地
域
課
題

を
解
決
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
市
外
の
方
に
も
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
本
市
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、

お
も
て
な
し
の
心
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、「
し
ご
と
づ
く
り
」
の
視
点
か

ら
は
、
各
地
域
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
や
幹
線
道
路
沿
線
に
産
業
団
地
を
造
成

し
、
交
通
の
利
便
性
や
、
自
然
と
住
環
境

の
良
好
な
バ
ラ
ン
ス
を
ア
ピ
ー
ル
材
料
と

し
て
、
首
都
圏
か
ら
多
く
の
企
業
を
移
転

立
地
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

手
当
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が

あ
る
。

　

現
在
、
消
防
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

火
災
、
救
急
、
救
助
業
務
の
出
動
手
当

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
回
の
出
動
に
対
し

150
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
近
隣
の
消

防
本
部
と
比
較
す
る
と
低
い
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
は
、
社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
近
隣

の
消
防
本
部
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

●
栃
木
市
常
備
消
防
に
つ
い
て

○�

栃
木
市
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
に
つ
い
て

●�

栃
木
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
つ
い
て

○
安
心
、安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

古沢ちい子 議員
公明党議員会

広瀬 義明 議員
大樹

まちづくり実働組織のあり方について
議論する栃木中央地域会議の委員
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無
電
柱
化
実
現
に
向
け
た
考
え
は

　

美
し
い
景
観
の
創
出
や
安
全
で
快
適
な

歩
行
空
間
の
確
保
を
目
的
に
、
無
電
柱
化

が
必
要
と
さ
れ
る
地
区
や
路
線
を
選
定
し
、

整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
市
の
ま
ち
な
み
の
特

徴
を
生
か
し
た「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」

を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の

考
え
は
。

答
弁
鈴
木
市
長

無
電
柱
化
実
現
に
向
け
て

課
題
整
理
を
進
め
る

　

本
市
に
お
い
て
は
、
景
観
形
成
や
歩
行

者
空
間
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
栃
木
大
通
り
や
新
栃
木
尻
内
線

等
に
お
い
て
無
電
柱
化
を
実
施
し
た
。

　

今
後
は
、
国
の「
無
電
柱
化
に
係
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
あ
る
と
お
り
、
防
災
の

観
点
か
ら
も
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、無
電
柱
化
を
進
め
る
に
当
た
っ

不
妊
治
療
助
成
額
を

増
額
で
き
な
い
か

　

不
妊
治
療
を
行
う
夫
婦
が
支
払
う
治
療

費
は
、
平
均
で
130
万
円
以
上
で
あ
り
、
経

済
的
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
不
妊
治
療
に
係
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
助
成
額

を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

県
内
他
市
の
状
況
等
を
見
極
め
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い

　

平
成
26
年
度
に
申
請
さ
れ
た
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
一
申
請
当
た
り
の
平
均

は
、
約
36
万
４
千
円
で
あ
っ
た
。
特
定
不

妊
治
療
の
場
合
に
は
、
平
均
約
48
万
８
千

円
と
な
り
、
県
と
市
の
助
成
額
を
控
除
し

た
自
己
負
担
額
の
平
均
は
、
約
26
万
４
千

円
で
、
治
療
費
の
約
半
額
が
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　

不
妊
治
療
は
、
一
部
の
治
療
を
除
き
保

険
適
用
外
に
な
り
、
自
己
負
担
が
他
の
治

て
は
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
他
の
地
域
に
お
け
る
道
路
整

備
等
に
影
響
が
出
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、「
無
電
柱
化
推
進
計

画
」
を
策
定
す
る
に
は
、
重
点
地
区
や
重

点
路
線
の
箇
所
選
定
な
ど
条
件
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
整
理
か
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

療
費
に
比
べ
て
多
く
な
る
の
で
、
経
済
的
、

精
神
的
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
家
庭
も
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
不
妊
症
に
悩
む
家
庭
の
不
安

を
少
し
で
も
緩
和
し
、
治
療
に
専
念
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

少
子
化
対
策
を
推
進
し
て
い
く
上
で
も
、

県
内
他
市
の
状
況
や
市
の
財
政
状
況
等
を

見
極
め
な
が
ら
、
助
成
額
の
増
額
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
不
妊
治
療
支
援
事
業
に
つ
い
て

○
が
ん
対
策
に
つ
い
て

○�

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
製
造
す
る
溶
融

ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

●�

無
電
柱
化
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て

大谷 好一 議員
誠心

小久保 かおる 議員
公明党議員会

無電柱化が望まれる巴波川沿いの綱手道

0
20
40
60
80
100
120
140

（市政年報より）※24、25年度は岩舟分を含まない

（件） 不妊治療費助成件数

26年度

119

25年度

102

24年度

101
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歌
麿
作
品
を
活
用
し
、
外
国
人
の

誘
客
を
図
っ
て
は
ど
う
か

　

こ
の
秋
、歌
麿
作
品
の「
雪
」「
月
」「
花
」

の
複
製
画
3
部
作
が
揃
う
。
お
披
露
目
後

の
展
示
を
ど
こ
に
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
国
で
は
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
の
目
標
を
２
０
０
０
万
人
に
設
定
し
た
。

歌
麿
の
作
品
展
示
や
情
報
発
信
を
す
る
こ

と
で
外
国
人
の
誘
客
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁
鈴
木
市
長

積
極
的
に
情
報
発
信
し
、

外
国
人
誘
客
を
促
進
し
た
い

　

お
披
露
目
後
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
複

製
画
で
は
あ
る
が
、
歌
麿
の「
雪
」「
月
」

「
花
」３
幅
が
揃
う
と
い
う
本
市
の
優
位
性

を
活
か
す
た
め
、
3
幅
を
同
時
に
鑑
賞
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

3
幅
を
揃
っ
て
展
示
で
き
る
場
所
と
し

て
、
昨
年「
月
」「
花
」
の
複
製
画
を
展
示

し
た
、
本
庁
舎
４
階
の
通
路
壁
面
に
て
公

自
転
車
安
全
利
用
の
た
め
の 

注
意
喚
起
と
周
知
活
動
を

　

本
年
6
月
1
日
、
自
転
車
に
対
す
る
道

路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、
自
転
車
利

用
者
の
実
態
を
見
る
と
、
改
正
に
な
っ
た

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
浸
透
度
が
低
く
、
自

転
車
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
や
周
知
活
動

が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

本
市
に
お
け
る
今
後
の
周
知
活
動
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

更
な
る
周
知
方
法
を
関
係
機
関

等
と
協
議
検
討
し
て
い
く

　

今
回
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
交
通
安
全
教
室
の
参
加
者
に
対
し
、

自
転
車
の
安
全
運
転
に
関
す
る
周
知
活
動

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
先
日
は
栃
木
警
察
署
や
交
通
安

全
協
会
と
合
同
で
、
栃
木
駅
周
辺
に
お
い

て
、
自
転
車
運
転
者
へ
の
チ
ラ
シ
等
の
配

布
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
行
っ
た
。

開
を
予
定
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、「
文

化
芸
術
館
」
を
整
備
し
、
良
好
な
環
境
の

も
と
で
展
示
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
外
国
人
観
光
客
に
本

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
蔵

の
街
や
人
形
山
車
、
舟
運
と
併
せ
て
、
本

市
ゆ
か
り
の
歌
麿
と
そ
の
作
品
を
積
極
的

に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
受
入
体
制

を
整
備
し
、
本
市
へ
の
外
国
人
誘
客
を
促

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
街
頭
啓

発
活
動
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
に
よ
る
周

知
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
公
共
施
設
窓

口
等
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
市
の
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
周
知
広
報
を

行
い
、
自
転
車
安
全
利
用
の
市
民
の
意
識

高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
更
な
る
周
知
啓
発
の
徹
底
が
必

要
で
あ
る
の
で
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
等
の
車

体
利
用
、
庁
舎
へ
の
横
断
幕
掲
出
な
ど
の

周
知
活
動
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
栃
木
市
自
転
車
安
全
利
用
に
つ
い
て

○�

栃
木
市
自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
推

進
に
つ
い
て

●�

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
行
政
に

つ
い
て

○
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て

○�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い

て

大川 秀子 議員
黎明

福田 裕司 議員
栃木創志会

蔵の街美術館の歌麿展は11月29日まで
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農
業
基
本
振
興
計
画
を

策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か

　

本
市
の
農
家
戸
数
は
6
千
470
戸
で
あ

り
、
耕
作
面
積
は
県
南
6
市
で
最
も
大
き

い
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
が

少
な
い
中
で
、
美
田
と
し
て
い
つ
ま
で
も

管
理
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
心
配
で
あ
る
。

　

明
日
の
農
業
に
明
る
い
展
望
が
開
け
る

よ
う
、
3
年
後
、
5
年
後
を
見
据
え
た
農

業
基
本
振
興
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

平
成
29
年
度
を
初
年
度
と
し
て

計
画
を
策
定
す
る

　

多
く
の
課
題
を
抱
え
る
本
市
の
農
業
の

現
状
と
、
合
併
が
整
っ
た
と
い
う
現
状
を

踏
ま
え
れ
ば
、
今
後
10
年
間
の
本
市
の
あ

る
べ
き
農
業
の
姿
や
方
向
性
を
描
い
た
農

業
基
本
振
興
計
画
、
い
わ
ゆ
る
栃
木
市
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て

学
童
保
育
の
早
朝
預
り
の
実
施
を

　

子
育
て
中
の
女
性
の
就
労
に
関
し
て
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

自
分
の
時
間
も
取
れ
ず
に
、
大
変
な
思
い

を
し
て
い
る
方
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。

　

現
在
、
迎
え
の
時
間
が
遅
く
な
る
保
護

者
の
た
め
に
延
長
保
育
を
実
施
し
て
い
る

が
、
朝
早
く
子
供
を
預
け
た
い
方
の
た
め

に
、
学
童
保
育
の
開
始
時
間
を
早
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

答
弁
臼
井
保
健
福
祉
部
副
部
長

来
年
の
夏
季
休
業
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

　

早
朝
預
か
り
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、

市
内
の
全
学
童
を
一
律
的
に
実
施
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
実
施
に
伴
う
指
導
員
の

勤
務
体
制
の
見
直
し
、
保
育
料
の
見
直

し
等
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
特
に
、
不

足
し
が
ち
な
指
導
員
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

募
集
し
て
も
応
募
が
少
な
い
な
ど
、
な
か

な
か
採
用
に
繋
が
ら
ず
、
全
学
童
実
施
へ

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
各
種
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
本
市
農
業
に
は
必
要
で
あ
り
、

ま
た
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
ず
、
地
域
農
業
の
振
興
及
び
地
域

活
性
化
に
資
す
る
方
向
性
を
検
討
す
る
有

識
者
の
機
関「
栃
木
市
農
業
振
興
推
進
会

議
」
に
お
い
て
、
本
年
度
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

基
本
方
針
・
骨
子
を
定
め
る
べ
く
議
論
を

行
い
、
そ
の
後
、
具
体
的
な
本
市
農
業
の

方
向
性
の
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
平
成
29

年
度
を
初
年
度
と
す
る
栃
木
市
ら
し
さ
を

前
面
に
醸
し
出
し
た
農
業
基
本
振
興
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

の
一
番
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
お
子
さ
ん
を
出
勤
前
に
余
裕

を
持
っ
て
学
童
保
育
へ
預
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
働
く
保
護
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
大

変
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
１
の
壁
と
言
わ
れ
る
現
状
に

対
し
、
保
護
者
の
皆
様
の
要
望
も
大
き
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
を
図
り
、

来
年
の
夏
季
休
業
か
ら
早
朝
預
か
り
を
実

施
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●
学
童
保
育
に
つ
い
て

○
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

●
栃
木
市
の
農
業
行
政
に
つ
い
て

○
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

大出 三夫 議員
黎明

天谷 浩明 議員
誠心
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（
仮
称
）文
化
芸
術
館
は

旧
警
察
署
跡
地
に
建
設
す
べ
き

　

現
在
市
が
計
画
し
て
い
る（
仮
称
）文
化

芸
術
館
の
位
置
は
旧
市
庁
舎
跡
地
で
、
栃

木
中
央
小
学
校
に
隣
接
し
て
お
り
、
以
下

の
理
由
で
不
向
き
で
あ
る
。
①
騒
が
し
く

な
る
こ
と
で
、
学
校
の
環
境
が
悪
く
な
る

こ
と
。
②
不
特
定
多
数
の
来
訪
者
が
あ

り
、
児
童
の
事
故
発
生
の
リ
ス
ク
が
増
大

す
る
こ
と
。
③
駐
車
場
が
狭
く
、
特
に
大

型
バ
ス
の
運
行
が
厳
し
い
こ
と
。

　

駅
か
ら
分
か
り
や
す
く
、
市
街
地
へ
の

誘
導
も
し
や
す
い
旧
警
察
署
跡
地
が
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

（
仮
称
）文
化
芸
術
館
の
位
置
は

旧
栃
木
市
役
所
本
庁
舎
跡
地

と
し
た
い

　

旧
本
庁
舎
跡
地
を
選
定
し
た
理
由
は
、

①
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
県
庁
堀
や
国
登

録
有
形
文
化
財
で
あ
る
旧
市
役
所
別
館

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
の

「
現
物
給
付
」の
導
入
を

　

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
は
、

障
が
い
者
本
人
や
家
族
に
と
っ
て
は
、
安

定
し
た
生
活
を
送
る
う
え
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
あ
る
。

　

現
在
の
助
成
の
方
法
は
、
一
旦
窓
口
で

医
療
費
を
支
払
い
、
後
で
返
還
し
て
も
ら

う「
償
還
払
い
方
式
」
で
あ
る
が
、
窓
口

で
の
支
払
い
、
申
請
手
続
き
は
本
人
や
家

族
に
と
っ
て
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

宇
都
宮
市
や
日
光
市
な
ど
で
は
、
既
に

「
現
物
給
付
」
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

早
急
に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
高
橋
生
活
環
境
部
長

現
物
給
付
導
入
に
向
け
て

努
力
し
た
い

　

昨
年
10
月
に
実
現
し
た
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
現
物
給
付
対
象
者
拡
大

に
続
き
、
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
制
度
へ
の
現
物
給
付
導
入
に
つ
い
て
も
、

等
、
本
市
の
歴
史
を
象
徴
す
る
場
所
に
、

歴
史
文
化
・
芸
術
の
拠
点
と
な
る
地
区
を

創
出
す
る
こ
と
。
②
旧
栃
木
中
央
小
学
校

跡
地
に
整
備
予
定
の（
仮
称
）地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
効
果
を
相
乗
的
に
高
め
る
こ
と
。
③
巴

波
川
、
蔵
の
街
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
と
の
連
続
性
を
確
保
し
、
一

体
的
な
観
光
・
交
流
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
、

市
内
外
に
発
信
力
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
市
役
所
が
立
地
し
て
い
た
時
の

状
況
や（
仮
称
）文
化
芸
術
館
と
し
て
の
機

能
を
考
慮
し
て
も
、
来
訪
者
の
方
々
に
よ

る
大
き
な
騒
音
等
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
企
画
展
の
内
容
に
応
じ
て
誘
導
員

を
配
置
す
る
等
、
児
童
の
登
下
校
等
の
安

全
を
確
保
し
て
い
く
。
駐
車
場
は
、
近
接

す
る
駐
車
場
を
相
互
活
用
し
た
い
。

　

仮
に
、
旧
栃
木
警
察
署
跡
地
に
設
置
し

た
場
合
に
は
、
一
体
感
の
あ
る
観
光
エ
リ

ア
の
形
成
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
当
該

地
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
高
い
発
想
力
を

取
り
入
れ
、
街
な
か
の
定
住
促
進
や
賑
わ

い
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
物
給
付
を
導
入
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と

同
様
に
、
国
の
負
担
金
や
県
の
補
助
金
の

減
額
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
の
で
、
国
や

県
に
対
し
制
度
の
見
直
し
を
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
財
源
の
確
保
や
条
例
の
改
正
、

医
師
会
等
関
係
機
関
と
の
調
整
と
い
っ
た

課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
現

物
給
付
化
に
向
け
て
、
努
力
し
て
い
き
た

い
。

●
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

○�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
つ
い

て
○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○�

市
の
入
札
業
務
の
改
善
改
革
に
つ
い
て

○�

市
長
等
の
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

○�

市
民
満
足
度
の
高
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て

●�

旧
栃
木
警
察
署
跡
地
利
用
は
慎
重
に
す

べ
き

大武 真一 議員
無会派

白石 幹男 議員
無会派

26年度末

2,858

25年度末

2,763

24年度末

2,798

（人）
重度心身障がい者医療制度登録人数

2,700
2,720
2,740
2,760
2,780
2,800
2,820
2,840
2,860
2,880

（市政年報より）※24、25年度は岩舟分を含まない
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適
地
へ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に

向
け
て
条
例
の
制
定
を

　

全
国
各
地
で
景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮

し
て
、
条
例
等
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置

基
準
を
厳
格
化
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。

栃
木
県
知
事
も
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
適
切
な

場
所
へ
の
設
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

本
市
で
も
西
方
地
域
に
設
置
予
定
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
適
地
へ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
を

誘
導
で
き
る
よ
う
条
例
等
の
制
定
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
鈴
木
市
長

本
市
の
実
情
に
あ
っ
た
条
例
化
に

向
け
て
早
急
に
研
究
し
て
い
く

　

本
市
に
お
い
て
も
、
環
境
基
本
計
画

の
基
本
目
標
の
１
つ
で
も
あ
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
資
源
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
を
達

成
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

安
心
社
会
の
た
め
、
無
許
可
の

埋
立
て
を
許
し
て
は
な
ら
な
い

　

岩
船
山
の
周
辺
で
無
許
可
埋
立
て
が
続

い
て
お
り
、
隣
接
す
る
市
道
や
、
個
人
所

有
の
山
林
が
埋
立
て
ら
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
不
法
に
使
用
、
占
拠
さ
れ
て
い

な
い
か
、
状
況
を
調
査
し
て
適
正
な
行
政

措
置
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長
は
昨
年
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
で「
無

許
可
だ
と
す
れ
ば
告
訴
、
告
発
も
含
め
調

査
し
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。
市
民
の

信
頼
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
も
社
会
正
義

を
貫
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

早
急
に
解
決
す
べ
く
、
関
係
部
署

等
と
連
携
し
鋭
意
対
応
し
て
い
く

　

出
来
る
だ
け
早
急
に
解
決
す
べ
き
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

の
対
応
と
し
て
は
、
指
導
に
従
わ
ず
搬
入

し
て
い
る
土
砂
が
安
全
基
準
に
適
合
し
て

　

し
か
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等
の
無
秩
序

な
立
地
に
は
、
防
災
上
、
景
観
上
懸
念
を

感
じ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
所
設
置
に

対
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
上

の
様
々
な
問
題
を
検
討
・
調
整
し
、
本
市

の
実
状
に
あ
っ
た
設
置
基
準
の
条
例
化
に

向
け
て
早
急
に
研
究
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

太
陽
光
発
電
普
及
の
推
進
と
市
民
の
安
全

安
心
、
自
然
豊
か
な
景
観
の
確
保
と
の
調

和
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
土
砂
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
立
入

検
査
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
土
砂
等
の
撤
去

命
令
や
災
害
発
生
防
止
措
置
命
令
等
の

様
々
な
手
続
を
行
い
、
そ
れ
で
も
功
を
奏

し
な
い
場
合
は
、
事
業
者
を
相
手
に
市
が

告
発
を
行
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
地
調
査

や
証
拠
資
料
の
収
集
等
が
必
要
と
な
る
の

で
、
関
係
部
署
や
警
察
と
の
連
携
に
よ
り
、

鋭
意
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

○
栃
木
市
に
お
け
る
平
和
行
政
に
つ
い
て

○
小
野
寺
北
小
旧
校
舎
の
保
存
に
つ
い
て

●�

岩
船
山
西
部
・
新
里
地
内
の
土
砂
埋
め

立
て
に
つ
い
て

●�

西
方
地
域
に
設
置
予
定
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
に
つ
い
て

○
地
元
業
者
の
優
先
発
注
に
つ
い
て

針谷 正夫 議員
黎明

針谷 育造 議員
栃木新風会

岩船山周辺に埋め立てられた土砂
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市 すに 一 質政 る対 般 問

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
組
織
し
、

よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
を

　

今
年
度
当
初
予
算
で
、
有
害
鳥
獣
対

策
事
業
費
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
、
農
林
課

に
獣
害
対
策
チ
ー
ム
が
新
設
さ
れ
た
。
被

害
が
軽
減
す
る
よ
う
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
日
光
市
・
大
田
原
市
・
那
須

町
で
は
、「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
を

組
織
し
、
被
害
軽
減
の
実
績
を
上
げ
て
い

る
と
の
情
報
が
あ
る
。
本
市
で
も
組
織
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
有
害
鳥

獣
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
茅
原
産
業
振
興
部
長

平
成
29
年
度
か
ら
の
結
成
を

目
標
に
検
討
を
し
て
い
る

　
「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
県
内
で
は
３
市
町
が
既
に
設

置
し
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
内
容
は
地
区
を
限
定
し
た
活

動
や
被
害
対
策
周
知
、
足
跡
調
査
、
猟

消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
退
職
消
防
職
員
に

協
力
を
求
め
て
は

　

本
市
消
防
団
の
構
成
員
の
70
％
以
上
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
勤
務
先
が
遠
い

団
員
も
お
り
、
地
元
で
災
害
が
起
き
て
も

出
動
で
き
な
い
と
い
う
現
状
に
危
機
感
を

感
じ
る
。
地
域
に
は
災
害
時
に
必
要
な
知

識
・
技
術
を
有
す
る
消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
退
職

消
防
職
員
が
い
る
。「
機
能
別
消
防
団
員

制
度
」
を
導
入
し
、
そ
こ
に
所
属
し
て
い

た
だ
き
、
共
に
防
災
の
任
に
就
い
て
い
た

だ
く
こ
と
も
、
今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方

を
考
え
る
う
え
で
必
要
で
は
な
い
か
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら

制
度
導
入
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い

　

本
市
に
お
い
て
も
社
会
情
勢
や
就
業
構

造
の
変
化
に
よ
り
、
今
後
更
に
消
防
団
員

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ

友
会
が
捕
獲
駆
除
を
行
っ
て
い
な
い
有
害

鳥
獣
を
対
象
と
し
た
活
動
な
ど
、
同
じ
実

施
隊
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
に
沿
っ
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
隊

員
の
構
成
等
は
３
実
施
隊
と
も
地
元
猟
友

会
の
協
力
を
得
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
市
の
有
害
鳥
獣
駆
除
体
制
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、「
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
を
平
成
29
年
度
か

ら
結
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
具
体
的
な

活
動
内
容
、
隊
員
の
人
選
、
報
酬
等
に
つ

い
て
の
検
討
を
現
在
行
っ
て
い
る
。

れ
、
近
い
将
来
に
は
、
日
中
の
災
害
に
出

動
で
き
な
い
分
団
が
出
て
く
る
こ
と
も
危
惧

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
機
能
別
消
防
団
員
制

度
は
、
大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
機
能
別
消
防
団
員
に
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
で
培
っ
た
消
防
防
災
の
技
術
と
能

力
を
持
っ
た
消
防
団
員
Ｏ
Ｂ
や
退
職
消
防

職
員
に
入
団
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ

り
効
果
的
な
消
防
団
活
動
が
期
待
で
き
る
。

　

今
後
は
、
調
査
研
究
を
深
め
る
と
共
に

地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
導
入

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

●
消
防
団
に
つ
い
て

○
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

○�

栃
木
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に

つ
い
て

●�

有
害
鳥
獣（
特
に
イ
ノ
シ
シ
）対
策
に

つ
い

氏家　晃 議員
新生クラブ

中島 克訓 議員
新生クラブ

放水訓練の様子

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

27年度

52,321

26年度

13,631

（千円）
有害鳥獣対策事業費　当初予算比較
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総
務
常
任
委
員
会

議
案
第
97
号　

財
産
の
貸
付
け

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
）

質　

災
害
時
、緊
急
時
に
お
け
る
Ｆ
Ｍ

放
送
の
対
応
は

答　

Ｆ
Ｍ
放
送
の
運
営
事
業
者
で
あ
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は
、
緊
急
時
に
は
通

常
放
送
を
中
断
し
、
緊
急
情
報
を
即
座
に

放
送
す
る
こ
と
を
契
約
書
で
取
り
交
わ
し
て

い
る
。

認
定
第
1
号　

平
成
26
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

（
藤
岡
遊
水
池
会
館
管
理
費
）

質　

藤
岡
遊
水
池
会
館
管
理
費
に
予

備
費
を
充
て
て
い
る
が
、そ
の
内
容
は

答　

昨
年
5
月
の
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

の
行

ぎ
ょ
う

幸こ
う

啓け
い

に
当
た
り
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
空
調
設
備
の
更
新
、
ト
イ
レ
の

改
修
等
の
工
事
を
急
き
ょ
施
工
し
た
。

質　

修
繕
し
た
施
設
の
活
用
方
法
は

答　

集
会
施
設
の
ほ
か
、
渡
良
瀬
遊
水

地
の
情
報
発
信
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、

隣
の
湿
地
資
料
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
の

で
、
会
館
の
1
階
ホ
ー
ル
に
移
設
す
る
な

ど
し
て
、
有
効
に
活
用
し
た
い
。

（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
費
）

質　

寄
附
の
受
入
額
は

答　

平
成
26
年
度
の
受
入
額
は
、
２
６
，

６
９
８
，
７
４
５
円
で
あ
り
、
返
礼
品
に

要
し
た
経
費
を
差
し
引
い
て
も
、
大
幅
な

増
加
で
あ
っ
た
。

▼
16
頁=

討
論

答　

市
を
代
表
し
て
保
健
福
祉
部
副
部
長

が
委
員
に
な
っ
て
お
り
、
保
育
士
の
意
見

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

認
定
第
1
号

平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

（
学
童
保
育
事
業
費
）

質　

学
童
保
育
の
民
営
化
を
進
め
て

い
る
が
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
は

答　

民
営
化
に
よ
り
、
特
色
を
生
か
し
た

独
自
の
保
育
内
容
を
実
施
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

▼
16
頁=

討
論

　

最
後
に
、
平
池
紘
士
委
員
長
の
辞
任
に

伴
い
、
互
選
に
よ
り
、
福
田
裕
司
委
員
が

委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査
内
容

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

26年度

2,670

25年度

136

（万円）
ふるさと応援寄附受入額

入口の段差解消等を行った
遊水地会館

民
生
常
任
委
員
会

議
案
第
82
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
）

質　

臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
が
、個
人

情
報
が
漏
え
い
す
る
心
配
は
な
い
か

答　

臨
時
職
員
に
は
、
地
方
公
務
員
法

が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
公
務
員
と
し
て
の

守
秘
義
務
に
関
す
る
研
修
等
を
実
施
し
、

漏
え
い
防
止
を
徹
底
し
た
い
。

▼
16
頁=

討
論

議
案
第
93
号

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

質　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た

場
合
の
対
応
は

答　

紛
失
し
た
場
合
は
、
管
理
者
で
あ
る

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
連

絡
す
れ
ば
、
機
能
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
他
人
に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

▼
16
頁=

討
論

議
案
第
94
号

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
改
正

質　

現
場
の
声
を
反
映
す
る
た
め
に
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
に
保
育

士
の
代
表
者
を
加
え
て
は
ど
う
か
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産
業
教
育
常
任
委
員
会

議
案
第
82
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

（
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
費
）

質　

と
ち
ぎ
山
車
会
館
の
展
示
映
像

と
展
示
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
理

由
は

答　

現
在
の
映
像
は
古
く
、
す
べ
て
静
止

画
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
機
器
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
財
源
と
し
て

国
の
地
方
創
生
交
付
金
が
見
込
め
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
機
会
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た

い
。

認
定
第
1
号

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
決
算

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
事
業
費
）

質　

青
年
就
農
給
付
金
補
助
金
の
実

績
は

建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
82
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

（
空
き
家
対
策
補
助
事
業
費
）

質　

空
き
家
解
体
費
補
助
金
の
内
容
は

答　

補
助
金
交
付
要
綱
を
改
正
し
、
補

助
金
の
上
限
を
50
万
円
と
25
万
円
の
2
段

階
と
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
50
万
円
が

5
件
、
25
万
円
が
50
件
で
あ
る
。

認
定
第
1
号

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
決
算

（
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
推
進
事
業
費
）

質　

国
の
動
向
は

答　

合
同
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
国
の
平
成

28
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
概
略
設
計
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

答　

11
人
が
新
し
く
就
農
し
、
い
ち
ご
、

ニ
ラ
、
米
麦
等
を
生
産
し
て
い
る
。

（
東
陽
中
学
校
敷
地
拡
張
整
備
事
業
費
）

質　

事
業
の
進
捗
状
況
は

答　

平
成
26
年
度
は
測
量
等
と
地
元
説

明
会
を
実
施
し
た
。
現
在
は
、
拡
張
す
る

敷
地
の
面
積
に
つ
い
て
、
学
校
を
含
め
て

協
議
し
て
い
る
。

（
道
の
駅
に
し
か
た
指
定
管
理
者
市
納
入
金
）

質　

平
成
26
年
4
月
に
指
定
管
理
者

制
度
に
移
行
し
た
が
、そ
の
後
の
入
場

者
数
の
変
化
は

答　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
利
用
者
数
は

約
10
万
人
増
加
し
、
売
り
上
げ
に
つ
い
て

は
、
約
1
億
円
増
加
し
た
。

（
市
道
Ｏ

−

345
号
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
警
報

装
置
板
設
置
事
業
費（
大
平
富
田
））

質　

先
日
の
豪
雨
に
お
け
る
作
動
状
況
は

答　

大
平
町
富
田
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で
は
、

排
水
ポ
ン
プ
の
処
理
能
力
で
対
応
し
た
た

め
、
警
報
装
置
板
に
表
示
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
大
平
町
下
皆
川
の
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
で
は
、
警
報
装
置
板
に
表
示
が
あ
り
、

通
行
止
め
に
し
た
。

認
定
第
10
号

平
成
26
年
度 

水
道
事
業
会
計
決
算

質　

高
金
利
の
企
業
債
に
つ
い
て
、借

り
換
え
を
し
て
は
ど
う
か

答　

現
時
点
で
は
新
た
な
国
の
借
換
債
の

発
行
に
つ
い
て
、
情
報
が
出
て
い
な
い
。

　

平
成
21
年
お
よ
び
22
年
に
借
換
債
を
活

用
し
て
借
り
換
え
、
そ
の
後
5
年
間
は
節

約
で
き
た
金
利
分
に
見
合
う
よ
う
、
健
全

化
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
。

リニューアル予定の山車会館

大平町富田のアンダーパス

にぎわう道の駅にしかた

栃木駅前のシビックコア予定地は
イベント等で利用されています
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議
案
第
85
号

	�


行
政
手
続
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
制
定

議
案
第
88
号

	�


個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
93
号

	�


手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

（
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
条
例
）

	�


反
対
　

針
谷
育
造
議
員�

風

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国
に
よ
っ
て

個
人
情
報
が
一
元
管
理
さ
れ
、
監
視
、
監

督
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
個
人
情
報
が
際

限
な
く
収
集
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
分
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
制
度
導
入
に
3
千
億
円
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
年
間
300
億
円
と
い
う
莫

大
な
経
費
と
Ｉ
Ｔ
利
権
の
存
在
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
脆
弱
さ
も
問
題
で
あ
る
。

　

世
界
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
で
は
見
直
し
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
問
題
が
多
く
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い

制
度
で
あ
る
。

	�


賛
成
　

千
葉
正
弘
議
員�

創

　

本
制
度
は
、
社
会
保
障
と
税
制
度
の
効

率
性
・
透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て

低
下
と
な
っ
た
こ
と
や
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
拡
大
な
ど「
官
か
ら
民
へ
」
の
流

れ
は
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
庁
舎
整
備
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
な
ど
大
型
建
設
事
業
が
す
す
め
ら

れ
た
が
、
建
設
資
材
が
高
騰
す
る
状
況
で

は
、
今
後
予
定
し
て
い
る
大
型
事
業
は
中

止
か
延
期
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
多
額
の
税
金
を
導
入
し
て
実

施
す
る
産
業
団
地
の
造
成
は
、
大
き
な
リ

ス
ク
を
伴
う
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

	�


賛
成
　

海
老
原
恵
子
議
員�

無

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
大
幅
増
額
、
と
ち
介

の「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
8
位
に
よ

る
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
藤
岡
地
域

統
合
保
育
園
の
整
備
、
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
対
す
る
支
援
、
竜

巻
・
突
風
・
麦
穂
発
芽
被
害
な
ど
自
然
災

害
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
、
観
光
情
報
物

産
館
の
オ
ー
プ
ン
、
更
に
は
、「
と
ち
ぎ
秋

ま
つ
り
」
で
約
38
万
人
の
お
客
様
を
迎
え

た
こ
と
、
小
中
学
校
の
整
備
や
エ
ア
コ
ン

設
置
・
ト
イ
レ
改
修
な
ど
教
育
環
境
整
備

が
進
ん
だ
こ
と
、
都
市
計
画
税
や
上
下
水

道
料
金
な
ど
地
域
間
で
不
均
一
で
あ
っ
た

も
の
に
つ
い
て
対
応
策
を
決
定
し
た
こ
と
な

ど
、
大
い
に
評
価
し
た
い
。

そ
の
他
、
討
論
の
あ
っ
た
も
の

議
案
第
82
号

	�


一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

利
便
性
の
高
い
、
公
平
・
公
正
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ

り
、
今
後
の
社
会
保
障
と
税
制
度
の
更
な

る
確
立
に
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
で
あ
り
、
本
市
だ
け

が
こ
の
制
度
に
反
対
す
れ
ば
、
市
民
生
活

に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。

議
案
第
87
号

	�


旧
栃
木
警
察
署
跡
地
土
地
利
用
事
業

者
審
査
委
員
会
条
例
の
制
定

	�


反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

　

こ
の
土
地
は
市
所
有
の
重
要
な
土
地
で

あ
り
、
民
間
売
却
せ
ず
に
必
要
な
公
的
施

設
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現

在
計
画
中
の（
仮
称
）文
化
芸
術
館
の
候

補
地
を
旧
市
庁
舎
跡
地
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
旧
警
察
署
跡
地
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
条
例
制
定

は
不
要
で
あ
る
。

認
定
第
1
号

	�


平
成
26
年
度
栃
木
市
一
般
会
計

	�


歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

	�


反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

　

合
併
に
よ
り
、
岩
舟
地
域
で「
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
」
な
ど
一
部
の
事
業
が
サ
ー
ビ
ス

	�


反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

	�


賛
成
　

千
葉
正
弘
議
員�

創

議
案
第
98
号　

	�


財
産
の
取
得
に
つ
い
て

	�


反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

認
定
第
2
号　

	�


平
成
26
年
度
栃
木
市
国
民
健
康
保
険

	�


特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

	�


反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

	�


賛
成
　

海
老
原
恵
子
議
員�

無

認
定
第
3
号　

	�


平
成
26
年
度
栃
木
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

	�


反
対
　

白
石
幹
男
議
員�

無

	�


賛
成
　

海
老
原
恵
子
議
員�

無

	�


反
対
　

大
武
真
一
議
員�

無

陳
情
第
2
号

	�
「

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級
の

前
進
」を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
3
号

	�


国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て「
高
校
無

償
化
」
を
復
活
し
、
給
付
制
奨
学
金
の

確
立
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
4
号　

	�
「

大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金
創
設
」

を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
5
号　

	�


特
別
支
援
学
校
の「
設
置
基
準
」
策
定

を
国
に
求
め
る
陳
情

	

採
択
　

白
石
幹
男
議
員�

無

風
＝
栃
木
新
風
会　

創
＝
栃
木
創
志
会　

無
＝
無
会
派

本
会
議
の
表
決
前
に
、
次
の
議
員
が
反
対
ま
た
は
賛
成
の
意
見
を
述
べ
、

他
の
議
員
の
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

討討討討
論論論論
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議

案

番

号

議

案

名

採

決

結

果

大
谷
好
一

茂
呂
健
市

青
木
一
男

針
谷
育
造

坂
東
一
敏

広
瀬
昌
子

小
久
保
か
お
る

古
沢
ち
い
子

松
本
喜
一

渡
辺
照
明

白
石
幹
男

関
口
孫
一
郎

氏

家
　

晃

平
池
紘
士

針
谷
正
夫

大
出
三
夫

大
阿
久
岩
人

大
川
秀
子

長
　

芳

孝

千
葉
正
弘

入
野
登
志
子

天
谷
浩
明

広
瀬
義
明

福
富
善
明

大
武
真
一

海
老
原
恵
子

永
田
武
志

岡
　

賢

治

小
堀
良
江

梅
澤
米
満

中
島
克
訓

高
岩
義
祐

福
田
裕
司（

誠

心

）

（
栃
木
新
風
会
）

（

大

樹

）

（
栃
木
新
風
会
）

（

誠

心

）

（

大

樹

）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
無
会
派
）

（

誠

心

）

（
無
会
派
）

（
無
会
派
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（

黎

明

）

（

黎

明

）

（

黎

明

）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（

黎

明

）

（

黎

明

）

（
栃
木
創
志
会
）

（
無
会
派
）

（

誠

心

）

（

大

樹

）

（

大

樹

）

（
無
会
派
）

（
無
会
派
）

（

黎

明

）

（

大

樹

）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
栃
木
新
風
会
）

（
栃
木
創
志
会
）

82号 一般会計補正予算（第2号） 可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ - ●

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85号 個人番号の利用及び特定個人情報
に関する条例の制定

可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87号 旧栃木警察署跡地土地利用事業者
審査委員会条例の制定

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88号 個人情報保護条例の一部改正 可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

93号 栃木市手数料条例の一部改正 可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

98号 財産の取得（高規格救急自動車） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認
定

1
号一般会計決算 認

定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
号国民健康保険特別会計決算 認

定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
号後期高齢者医療特別会計決算 認

定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情

2
号
「国の責任による35人以下学級の
前進」を求める陳情

採
択● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
号
国の教育予算を増やして「高校無
償化」を復活し、給付制奨学金の
確立を求める陳情

不
採
択
● ● ● ● ● ● ● ● ● - ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4
号
「大学生への給付制奨学金創設」を
求める陳情

不
採
択
● ● ● ● ● ● ● ● ● - ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5
号
特別支援学校の「設置基準」策定
を国に求める陳情

採
択○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意
見
書

2
号
安全保障関連法案の慎重審議を求
める意見書

可
決● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

3
号
「国の責任による35人以下学級の
前進」を求める意見書

可
決● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
号
特別支援学校の「設置基準」策定
を国に求める意見書

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否が分かれた議案等� ○=賛成　　●=反対　　− =欠席

全会一致で可決した議案等

議案等の審議結果は以下のとおりです。

83号 下水道特別会計補正予算（第1号）
84号 千塚町上川原産業団地特別会計補正予算（第1号）
86号 工場立地法に基づく準則を定める条例の制定
89号 職員の再任用に関する条例の一部改正
90号 行政財産使用料条例の一部改正
91号 栃木市税条例等の一部改正
92号 都市計画税条例の一部改正
94号 子ども・子育て会議条例の一部改正
95号 市営住宅条例の一部改正

96号 栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び栃木県市町村総合事務組合規約の変更

97号 財産の貸付け（コミュニティ FM放送局演奏所）
99号 水道事業会計剰余金の処分
100号 教育委員会委員任命の同意
101号〜
106号 人権擁護委員の候補者の推薦の意見

107号 損害賠償の額の決定
108号 一般会計補正予算（第3号）
109号 災害見舞金支給の特例に関する条例の制定

認 定

4 号 介護保険特別会計（保険事業勘定）決算
5 号 介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算
6 号 下水道特別会計決算
7 号 農業集落排水特別会計決算
8 号 医療福祉モール特別会計決算
9 号 千塚町上川原産業団地特別会計決算
10号 水道事業会計決算

陳 情 6号 国に「国の経済財政運営と改革の基本方針」の見直し
を求める意見書の提出を要請する陳情書

意見書 5号 介護保険制度の充実（経済財政運営と改革の基本方針
等の一部見直し）を求める意見書

議員案 2 号 栃木市議会会議規則の一部を改正する規則の制定
決 議 1 号 台風18号等による大雨被害に関する決議
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　平成23年4月1日に施行した「議会基本条例」は、「議
会の使命」「議員の使命」など全22条からなる条例で
す。
　議会運営委員会では、各条文に規定されているこ
とが達成できたかどうか、昨年の12月以来、約10カ
月かけて検証を行いました。
　詳細については、ホームページをご覧ください。

　9月定例会では、5つの陳情書が提出されました。
これを受けて、民生常任委員研究会では、陳情の提
出者から意見を聴きとり、産業教育常任委員研究会
では、国の動向や本市の状況について教育委員会の
職員から説明を受けました。
　下の意見書4件のうち、介護保険関係1件と教育
関係2件は、その後の常任委員会の審査を経て、採
択となり、意見書を国に提出したものです。

特別支援学校の「設置基準」策定を
国に求める意見書（要約）

　幼稚園から小中学校、高校、大学、専門学校まで
の全てにある「設置基準」が特別支援学校に無い。「設
置基準」とは、「学校を設置するのに必要な最低の基
準」であり、例えば、普通教室、特別教室、図書室、
保健室、職員室を校舎に備えること、運動場や体育館、
必要な校具と教具を備えることなどが示されており、
特別支援学校の学習環境を改善するためには、同様
の「設置基準」が必要である。
　このようなことから、関係法令を整備し、特別支
援学校の「設置基準」を早急に策定することを求める。
� 平成27年9月25日　　

安全保障関連法案の慎重審議
を求める意見書（要約）

　政府においては、安全保障関連法案に対する国民
の疑問や不安を真摯に受け止め、国民に対し十分に
情報を公開するとともに、政府の考え方をわかりやす
く説明するなど、時間をかけた国民的議論を尽くす
ことが求められている。
　よって、安全保障関連法案の今国会での成立に固
執することなく、慎重審議を求める。
� 平成27年8月28日　　

介護保険制度の充実（経済財政運営と改革の
基本方針等の一部見直し）を求める意見書（要約）
1	 �介護保険制度を根本から揺るがす、要支援、要
介護1,2を介護保険給付の対象から外す事を見直
すこと。

2	 �特別養護老人ホームの経営実態を無視した介護
報酬の一律マイナス改定は、介護サービスの低下
や職員待遇の後退を招く恐れがあるので、介護報
酬の適正化を図ること。

3	 �介護職員と他産業従事者の平均賃金格差は、7
万円から9万円と大きく、介護分野への求職者が
激減しているため、他産業と遜色ない賃金水準の
確保を図り、計画的に職員の処遇を改善すること。

� 平成27年9月25日　　

「国の責任による35人以下学級の前進」
を求める意見書（要約）

　以下の事項を実現するよう、要請する。
1	 �国の責任で、小学校3年生以降の35人以下学級
を計画的に前進させること

2	 �国は35人以下学級実現のため、標準法を改正し
て教職員定数改善計画を見直すこと

� 平成27年9月25日　　

常任委員研究会で陳情内容を研究

意見書を国に提出

議会基本条例を検証

栃木市ホームページ を開く

をクリック栃木市議会

をクリック議会基本条例について
陳情の趣旨を説明する陳情者
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　12月定例会から、議案書をホームページで公開し
ます。
　また、本会議の様子もユーストリームで生中継し
ていますので、傍聴に来られない方は、インターネッ
トを通じて、議案書を見ながら本会議の様子を見る
ことができるようになります。

総務常任委員会
8月3日　青森県青森市
　　「公共サービス外部化制度」
8月4日　青森県八戸市
　　「市民の力を活かしたまちづくり」

民生常任委員会
8月3日　埼玉県戸田市
　　「自転車の安全利用条例」
8月4日　富山県南砺市
　　「認知症に対する取り組み」

産業教育常任委員会
7月23日　宮城県仙台市
　　「起業支援センター“アシ☆スタ”」
7月24日　山形県米沢市　
　　「上杉鷹山の教えと道徳教育」

建設常任委員会
8月11日　石川県金沢市
　　「金沢方式無電柱化の推進に向けた取り組み」
8月12日　富山県高岡市
　　「定住促進支援の取り組み」

　常任委員会の会議録を公開しています。
　予算や条例などの多くの議案は、各常任委員会で
審査の上、定例会の最終日に本会議で採決されます。
　市執行部から提出された各議案や市民から提出さ
れた請願書・陳情書等について、各委員がどのよう
な発言をしたのか、ご覧ください。

議案書をホームページで公開 常任委員会会議録の公開

今後の活動に生かすため、先進地を視察

表 の紙 写 真
　8月5日、市制5周年記念事業の1つとして、「栃
木市高校生議会」が開催されました。
　市内の9校から26人の生徒が議員として出席し、
栃木翔南高校の高橋朝美さんが議長を、栃木農業高
校の押山海さんが副議長を務めました。
　26人の高校生議員が、実際の議会さながらに、日
頃抱いている疑問や地域の課題について質問し、そ
れに対して、市側は、市長や部長が質問に答えました。
　栃木市の明日を担う高校生から出された柔軟な意
見や提案は、今後のまちづくりに生かされます。



第24号 平成27年8月20日とちぎ市議会だより

－20－

第25号 平成27年11月20日とちぎ市議会だより

－20－

7月
	16日	第5回議員研究会
	 	議員全員協議会
	21日	議会広報紙発行特別委員会
	23日・24日
	 	産業教育常任委員会視察
	 	（宮城県仙台市・山形県米沢市）
	27日	議会改革検討委員会
	 	議会運営委員会
	 	議会運営委員研究会
	29日	県市議会議長会研修会
8月
3日・4日
	 	総務常任委員会視察
	 	（青森県青森市、八戸市）
	 	民生常任委員会視察
	 	（埼玉県戸田市・富山県南砺市）
	10日	各会派代表者会議
	 	産業教育常任委員研究会
11日・12日
	 	建設常任委員会視察
	 	（石川県金沢市・富山県高岡市）
	17日	各会派代表者会議
	 	議員全員協議会
	 	第6回議員研究会
	21日	議会運営委員会
	 	議会改革検討委員会
	28日	議会運営委員会
	 	本会議（初日）
	 	議員全員協議会
	 	第7回議員研究会
	 	産業教育常任委員研究会
9月
	 1日	本会議（一般質問）4人
	 2日	本会議（一般質問）4人
	 3日	本会議（一般質問）4人
	 4日	本会議（一般質問）4人
	 7日	総務常任委員会（決算説明）
	 	民生常任委員会（決算説明）
	 	民生常任委員研究会
	 8日	産業教育常任委員会（決算説明）
	 	建設常任委員会（決算説明）
	 9日	議会運営委員会
	14日	産業教育常任委員会
	 	産業教育常任委員研究会
	15日	建設常任委員会
	 	各会派代表者会議
	16日	議会運営委員会
	 	総務常任委員会
	17日	民生常任委員会
	 	民生常任委員研究会
	18日	各会派代表者会議
	 	議会運営委員会
	 	本会議（決議）
	24日	議会報告会運営委員会
	25日	各会派代表者会議
	 	議会運営委員会
	 	本会議（最終日）
	 	議員全員協議会
	 	第8回議員研究会
	 	議会広報紙発行特別委員会
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12月定例会の予定
開 会 １１月２７日（金）

一 般 質 問 １２月　１日（火）～　４日（金）

常 任 委 員 会 １２月　７日（月）～１０日（木）

閉 会 １２月１７日（木）

　上記日程は予定であり、変更になる場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
　詳しい日程については、決定次第、ホームページ等で
お知らせするほか、１１月２６日（木）に新聞折り込みを
予定しています。
　詳細は議会事務局まで	 TEL２１−２５０５
	 FAX２１−２６８８

議 会の主なうごき

議会報告会の御礼
　10月27日から11月20日までの間、19カ所で議会報告
会を開催いたしました。
　今回も、昨年好評だったフリートークを実施し、たく
さんのご意見をいただきました。
　お忙しい中、ご参加いただいた皆さま、ありがとうござ
いました。
　報告会の様子は、次回の議会だよりでご紹介いたします。

フリートークの様子（小野寺地区公民館）


